
「読書会」と「ビブリオバトル」を開催しました 
 
 図書館では6/27に読書会、7/3には「第1回ビブリオバトル」を開催しました。 
 
◆読書会とは？    
  共通の本等について、参加者同士で語り合う企画です。今回のテーマは、 
 『有川浩著「図書館戦争」について語ろう！』でした。話はテーマ本にとど 
 まらず、同著者の他著作や話題の本、映画などに広がり、参加者がそれぞれの視点で語り合いました。 
 
◆ビブリオバトルとは？ 
  発表者が読んで面白いと思った本を紹介し合い、最後に参加者全員が、 
 「どの本が一番読みたくなったか？」を投票しチャンプ本を決める書評会です。 
 最初は緊張に包まれていた会場内も、バトルが進むにつれて活発なディスカッ 
 ションが行われました。栄えある初代のチャンプ本には 
            金城一紀著「レヴォリューションNo.3」が選ばれました！ 
 
            読書会やビブリオバトルはまた開催する予定です。 
            みなさんの参加をお待ちしています！(*´∀｀) 
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News 

   Recommend books ～ おすすめ図書 ～ 

幻冬舎 
（2013年2月発行） 
請求記号／913.6 :ヤ 
配架場所／4F開架 

     

  【誉田慶信先生（盛岡短期大学部 国際文化学科 ）紹介図書】 
 

  『明日死ぬかもしれない自分、 
           そしてあなたたち』  山田 詠美著  

 
 人生には、「過去」にしたいことがある。しかし、それができない 
ことで、人は苦しむ。一番に大切な家族の一人（澄生）が、雷にうた 
れて死んでしまった。残された家族。 
 
 「澄生の死は、減って行く死ではなく増えて行く死だ。自分たち家 
族は、彼の死が慎ましい形になろうとするのを断固として拒否している」 
「人類愛なんて嘘っぱち」 
  喪失感と絶望の闇は、あまりに深い。 
 
 しかし失ったものは、幸福を留めるための重要なねじだった。 
 
「自分が死んだら、この人はどうなるのだろう、と思いを馳せる側の人間に、あたしはなりたい」と 
気がつく千絵。誰もが誰かの、かけがいのない大切な人なのだ。 
 
苦しみの中で生きていく人間の尊さ。心に響く言葉を掬いあげる。味読されたい。 

図書館の一部がリニューアルします！ 
 メディアセンター（図書館）では、「学び」を支援するための設備工事
を9月中旬に行います。工事に伴い騒音、振動等が発生する場合もありま
すので、ご理解とご協力をお願い申し上げます。※工事の実施状況等によ
り、臨時休館や工事期間の変更、及び立入規制をすることがあります。 

初代チャンプ本は総政３年砂子君 
が紹介した「レヴォリューションNo.3」 

なごやかに語る読書会 

ビブリオバトルでの 
プレゼンの様子 
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   Report ～ ライブラリー・アテンダント  わたしたちの活動報告 ～ 

図書館だより 第42号 
（平成25年7月発行） 

 

編集・発行 

     ★ＬＡおすすめ情報★ 
 
          LAでは広報班が中心となってデザインを作成し、 
         手作りのしおりを作成しました。そのしおりは先日 
         のオープンキャンパスで配布されました。 
         どなたでも手に入れることができますので、図書館 
         に足を運んだ際には、ぜひ手に取ってみてください！ 
         多くの方が私たちの作ったしおりを使ってくれると 
         うれしいです！ 

 
 
看護学部3年の畠山です。「ライブラリー・アテンダント（以下LA） って
何やってるの？」と疑問に思う方！現在、図書館3Ｆ中央に、LAの活動紹介
ポスターを掲示していますので、どうぞご覧ください。 
 
 現在、昨年好評だった「LAおすすめ図書」を図書館３F多目的コーナー 
付近にて展示しています。 
 貸出中で置いていない本もありますが、10月中旬まで展示していますの
で、ぜひ借りて読んでみてください。(^^)/~~~  
 
近くのコーナーには新着図書も続々入ってきていますよ～！ 
 活動紹介ポスター 

 Callender  

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
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■　9：00－21：00　　■　9：00－17：00　　■　休館

   FAQ ～ よくある質問 ～ 

Answer ： 学内者のみなさんは、「相互利用サー
ビス」を利用することができます。当館に所蔵してい
ない本や文献の複写物（コピー）を、他大学図書館な
どから取り寄せるサービスです。 
（本の複写は、著作権により半分以下となります。） 

 
◆◆◆ 文献の複写物（コピー）の取寄せ ◆◆◆  

   ⇒ 「文献複写申請」をしてください。 
◆◆◆  現 物（本そのもの）の取寄せ   ◆◆◆  

   ⇒ 「現物貸借申請」をしてください。 （雑誌は不可） 

※取り寄せにかかる費用は自己負担になります。 

それぞれの申請は「蔵書検索ＯＰＡＣ」から申し込むこと
ができます。詳しくはＨＰを御覧ください。 

Library Navi  
  ～ 図書館活用術 ～ 

グループワークの発表や 

プレゼンテーションの練習ができます             
 
図書館では次の機材を貸出しています。 
 ◆ ノートパソコン （3台） 
 ◆ プロジェクター （1台） 
 ◆ スクリーン   （1台） 
 
 1回につき3時間まで利用可能、次の予約が入っ 
ていなければ、時間を延長できます。 
 会話のできるスペース（グループ学習室1～3、
特別閲覧室）と組み合わせて、グループワークの
発表や、プレゼンテーションの練習など、様々な
用途に使用できます。 
 予約もできますのでご活用ください。 

                 

Question ： 探している本がメディアセンターにあ

りません。絶版になっている本なので、購入もできま
せんでした。この本を読む方法はありますか？ 

ビブリオバトルでも貸出機材が 
効果的に活用されています。 


